
 

 

 

 

 

 

 

 

   

  「命」そして「平和」を考える 
 

先日 25日、沖縄で平年よりやや遅い梅雨明けが発表されました。その 2日前の 23

日は「沖縄慰霊の日」でした。太平洋戦争末期の沖縄戦から今年で 78 年目の「慰霊

の日」は、沖縄戦犠牲者の霊を慰め世界の恒久平和を願う日として、各地で平和への

祈りがささげられました。沖縄全戦没者追悼式では、私立つくば開成国際高校 3年の

平安名 秋さんが平和の詩「今、平和は問いかける」を朗読しました。平安名さんは

沖縄戦を体験した祖母がこぼした涙に思いをはせながら、「先人達が紡いできた平和

を次は私達が紡いでいこう」と平和への誓いを力強く語りました。 

世界へ目を向けると、ロシア軍によるウクライナ侵攻が今なお続いており、こうし

ている間にも現地では多くの命が危険にさらされ、尊い命が奪われています。先月行

われた G7 広島サミットでは、ゼレンスキー大統領が対面参加され、主要議題の一つ

であるウクライナ情勢に関して話し合われました。 

国内においても、日本の銃所持審査は世界一厳しいとされているにもかかわらず、

銃犯罪が後を絶ちません。簡単に人のものを強奪したり、人を傷つけたりする事件や、

家庭の中で、またしても幼い命が奪われてしまうという悲しいニュースもありました。

誰にも人の命を勝手に奪ったり傷つけたりする権利はないはずなのに、人間の感情が

失われているような卑劣な行動により、ついさっきまで元気だった命が一瞬にして奪

われ、被害者の周りの人々に、耐え難い苦しみや、想像もつかないくらいの悔しさを

与える事件が起こっています。 

戦争を知らない戦後生まれの私たちにとって、いろんなところでいろんな形で戦争

や平和・人権について学習したり聞いたりしますが、一番大切なのは、何にも代えら

れない一人一人の命だという事は明らかです。夏休み期間中には 78年目の 

終戦記念日を迎えます。時間のできるこの機会に、命について、平和に 

ついて、家族でじっくりと語り合ってみてはいかがでしょうか。 

 

 

5月から始まった全学年の校外学習や宿泊学習が、6月 22日の 3年生キッズプラザ

への校外学習で終了しました。どの学年の児童も、とびっきりの笑顔で活動し、楽し

んでいたのが印象的でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  
 

7 月 5 日(水)～ 11 日（火）の土日を除く 5 日間、1 学期末個人懇談会を開催しま

す。10 分～15 分程の短い時間ではございますが、学級担任から「子どもたちの学校

での学習やクラス活動等でのがんばり」や、「もう少し、ここを改善できれば良くな

る」点などを中心にお話をする予定です。保護者の皆様も、お子様のご家庭での生活

や、言動で気になること、学校の教育活動について感じられたことなど、遠慮なくお

話しください。ご要望等で学校全体に関わることなど、その場ですぐにご返答できな

いことにつきましては、学校で検討の上、後日ご返答させていただきますので、ご理

解のほどお願いいたします。また、懇談開始時間の多少のズレに関しましても、ご了

承いただきますようにお願い申し上げます。 
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